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ファジィ解を考慮した対話型多目標計画法

高野康浩，山口俊和
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1. はじめに

将来の計画を立案するとき，不確実な要因が伴なうた

めに，目的関数や制約条件の係数を確定値で得ることが

困難である場合，係数をあいまいなまま扱えるファジィ

多目的計画法は，意思決定を助ける有効な手法の 1 つで

ある.

ファジィ数理計画法には，種々のタイプの定式化およ

び解法 [1 ， 8J があるが，その多くは解が非ファジィ数

として得られるものである.初期の計画段階では計画案

に対して，さまざまな角度から検討をしなければならな

い.たとえば，実行に移した場合に関係する部門に対し

て，あらかじめ原材料の調達や人員の確保などの準備を

行なってもらったり意見を聞く必要がある.このような

場合，非ファジィな解よりは，さまざまな可能性を含ん

だファジィな解の方が，得られる情報が多く利用価値が

高いであろう.また，計画を実行ずるまでの期間内に，

もとづく 4 種類の指標を用いて，それぞれ 4 種類のファ

ジィ a実行可能性・ファジィ r パレート最適性の概念が

示されている.

これら 2 つの方法では，ファジィ変数の形状をあらか

じめ仮定して定式化を行なっている.しかし，ファジィ

変数の形状は，与えられたファジィ係数の影響を受ける

ものと考えられる.また，ファジィ数を非ファジィ数に

変換するためのしきい値を入力する必要があるが，意思

決定者にとってしきい値の決定は困難なものとなろう.

本論文では，ファジィ変数の形状を仮定せず，必要に

応じて，ファジィ変数のあいまいさを取り除くことがで

き，目標計画法の付順方式や加重方式に相当する問題を

扱えるようなファジィ多目標計画問題の定式化を行な

い，意思決定者との対話形式によって満足解を導出する

手法を提案する.

2. 宅デルの甑定

定式化の際に定量化できなかった要因等についても検討 木研究で扱う問題は，目的関数と制約条件を伺レベル

する必要があり，そのような場合にも有用であると考え で考え，係数がファジィ数である複数の目的関数をもつ

られる. 無制約線形計画問題とし，意思決定者の

決定変数がファジィ変数であるファジィ多目標計画問 (1) 目的関数をだいたい B， 以上にしたい

題としては，田中ら [2 J によって提案されている方法 (2) 目的関数をだいたい B， 以下にしたい

がある.これは，ファジィ変数にかかる係数が，すべて (3) 目的関数をだいたい B， ぐらいにしたい

非ファジィ数として与えられる多目標計画問題に対し という 3 種類の目標を扱う.ここでを目的関数の添

て，意思決定者に，式の両辺の差のファジィ数の「正で 字， Ih 12， んをそれぞれ 3 種類の目標の集合とし，以

ある度合」を決定してもらい，その条件のもとで，変数 下の問題として設定する.

のあいまいさ(幅)を最大にするように線形計画問題と <FMOP]

して定式化したものである.さらに，坂和ら[3 J によ

って，ファジィ変数にかかる係数もファジィ数であるよ

うな多目的計画問題に対して，可能性と必然性の概念に
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ただし， Ãfj, B， は L-R ファジィ数とし，以下のよ
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うに表わすものとする.

ムj=(aむ， afj' afl, afl)LR 

ム=(bf， yt, bf8, yt8)LR 

' x 

(5) 

(6) 

B‘のメンパシップ関数を図 1 に示す (Aij は省略).

問題の構造を簡単にするために，

afj -L- 1 (O)aげとO (7) 

とする.すなわち， Ãりのいかなる要素も非負ではない

ということである. また， xj の L 、かなる要素も非負で

ないとする.このような条件を加えることにより，ファ

ジィ数の積の演算が扱いやすくなる.

目的関数 i の要求水準 Bi を，図 1 のようなメンパシ

ップ関数として定め，目標ベクトル法 [4 J の考え方を

導入して ， iEI， のときは， bf を必要レベル， bf を十

分レベルと呼ぶことにする • Bi が L-R ファジィ数で

あるということは，意思決定者が必要レベルと十分レベ

ルを，はっきり定めることができない場合を想定してい

る. また ， iEI2 のときには， bf は十分レベル， bf が

必要レベルになる . iEI3 のときには，んを 1.- と Is+

に分割して次式のように考える.

ムー芸員五t〆j

f: Ãtj⑧Xj至B/
j= 

(iEI8-) 

(i Eん+)

3. a レベル集合を用いた定式化

(8) 

(9) 

日レベル集合による閉区聞を以下のように表わす.

Aa=[ai., a1tJ={yl μÃ(Y) 注目} 凶

仏)式および (η式より， 本論文における区間数の演算

は，以下のように表わすことができる.

A'tjQ9Xj=[ai.tjx2j' aRijXRjJ (11) 

ZAむ問= [aLi x1, a同] (12) 

Bt-21A仰Xj=内-a1ttxíí ， b1tt-a i.tx 1,] 

【FMOP】は，

804 (38) 

日レベル集合を用いることで，

(1司

区間数

Aむ B't， Bi a, Bta と区間変数 X? をもっ以下の問題

に書き換えることができる.

<IMOP]
n 

五AむX7孟Bt

'‘ 五AむXj;ã B't

21A門註BJa

n 

五AむXj;ã Btα

zむミ0

(iEItl (14) 

(iEI2) (1司

(iEI3-) (1同

(iEI/) (1司

(j=1 , 2, …, n) (18) 

係数が区間で与えられた不等式を扱う方法として，石

測ら[ 5 J の「不等式の成り立つ度合」がある.これは

制約式の係数や右辺定数が区間数である線形の不等式に

対して，左辺から右辺をヲ It 、た差の区聞を考え，この差

の区間が 0 以下である度合を o 以上 l 以下の実数とし

て表わし，意思決定者にこの度合を決定してもらうこと

で， 通常の線形の制約式に変換する方法である.この

「不等式の成り立つ度合J は，不等号の成立状態を線形

のメンパシップ関数であらわしているというように解釈

することができる.したがって，意思決定者に成り立つ

度合を決定してもらうことは，不等号の成立状態を示す

メンパシップ関数の a レベル集合を定めてもらうことに

相当する.

目標計画法では，目的関数値と要求水準の差異に対し

て， リグレット関数を定めて問題を解く.上述の不等号

の成立状態のメンパシップ関数は，この概念と共通する

点がある.この不等号の成立状態を示すメンバシップ関

数を，不等号のメンパシップ関数 μあ(x) と呼~.

そこで， (14)-閉式を以下のように変形する.

[bi. i-a事tX事， bju-ai.txi.J 豆o (iEItl 

[bi. i - a1tix 1t, b1ti-ai. jxi.J 丞O

[bï.~-aj/ixR' b話-ai.txi. J 孟O

[bl~-aj/ixR' bii~-ai.txi. J ミ0

(iEI2) 

(iEI3-) 

(iEI.+) 

Xi.j'三 0 (j=1 , 2, …, n) 

(1司

側

白1)

闘

凶

これにより ， iEI， のときの不等号のメンパシップ関

数は次式のようにする(図 2 参照 ).

0; bi.t-aj/tx'R>O 

-bi.i-aRixR 
μÊt(X)= 凶

b1tt -bi.i + aRi xR -ai.i xi. 
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の解をもとにして a=1 以外の他の a レベル集合の解

を求めることを考える.最小のメンパシップ関数を最大

にするという Bellman と Zadeh の最大化決定 [6J

に従って，次の問題を考える.

<MMOP-1>

最大化 』

制約条件

μお(x)注え

岡

; b'l.i-ailtx'R~五 0，

b'R， -a'l.，x'l. ミ0
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1 ; b'Ri-a'l.ix'l. <0 

間(iEI) 

Xkj-X~J~至。j

Xkj~xiJミo (j=1 , 2, …, n) 

ただし ， 8j は a レベルにおけるしきい値で， 8j孟O で
ある.また， I=I1 UI2 Ula-Uん+とする.
この問題は，非線形計画問題となるが 2 分法と 2 段

階シンプレックス法の第 l 段階を併用することにより解

くことができる[ 7]. 

このような，メンパシップ関数の多目的最大化問題の

パレート最適解の概念として，坂和 [8J は，次のよう

な， Mーパレート最適解を定義している.

定義 1 (Mーパレート最適解)

【MMOP-1】において， μふ(X)注μ:1i(X*) ， i=I , 2, 

岡

同

(j=1 , 2, …, n) 

iEI2 のときの不等号のメンパシップ関数は次式のよ

うにする(図 3 参照 ).

岡

bj/t -b'l.， +a'R，x~-a'l.ix'l. 

; b'l. t一時円安孟0，

b'Rt-a'l.tx'l. 孟 O

0; b'Rt-a'l.tx'l. <0 

b'Ri-a'l.ix'i 
μ~i(X)= 

… ， m で， しかも， ある j について μゐ(X)>p1j(x勺
となるような XEX が存在しないとき， xホEX をMー

パレート最適解と呼ぶ.

【MMOP-1] の解がMーパレート最適解であるかど

うか，次の手順に従って調べる.

Step 1 F=。

Step 2 【MMOP-1】を解く.

Step 3 ん=μki(X) (iEI) とする.

' x 

1 ; b'l.i-a'Rix'R>O 

μ制0
・圃圃圃圃"-='---圃ー -11

品-.. ~ 0 佑ー低減

図 S 不等号のメンバシップ関数 (iEI2 )

また， iEんのときの不等号のメンパシップ関数は，

(8), (め式より図 4 のように表わすことができる.

同

min んとなる i に対して，

I=r\ {i} , F=F U {i} ， が=ん

とする.

Step 5 次の問題を解く.

最大化 〆
制約条件

μ1i(X)-d+孟ん

Step4 

X 

bi.i-必川R

担時(iEI) 図 4

(i EF) 岡μふ(X) 註』戸
このように，不等号のメンパシップ関数を導入するこ

とによって目的関数聞の基準化の必要がなくなる.
岡

zL2主 ziji三 o (j =1 , 2, …, n) 

Step6 1=併ならば Step7 へ.それ以外は， Step 3 

へ戻る.

I=I1 Uん Ula-Uん+ F=ゆとして終T.

同

(j=1 , 2,… , n) xkJ-X~J~五 8j

対話形式による解法

意思決定者は， 係数 dりのメンバシップ関数値が 1

の部分が最も可能性が高いと考えている.そこで， a=1 

とした a レベル集合で対話形式により満足解を求め，

4. 

(39) 805 

Step7 F 

」
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Step 5 の問題は，非線形計画問題となるが， d+ の値

は o 以上 1 以下なので，【MMOP-1] と同様にして

解くことができる.

意思決定者との対話の内容として，以下のような項目

を考える.

( 1 ) 付順方式による解法

経営計画問題では，目標間に優先順位がつけられる場

合がある.最も優先順位の高い目標の添字を Pt の集合

に，次に優先順位の高い目標の添字を P2 の集合に，以

後 Pa. p.，"'， Pr にそれぞれ属するものとする. 目標聞

に優先順位がつけられない場合には，すべての目標が最

も優先順位が高いものとして扱えばよいので，【MMOP

-1] を次のように書き換える.

<MMOP-1>

最大化 A 岡

制約条件

F生J(x) とえ (iEPo ) 側)

μお(♂)註O (i EP/) 倒

μki(X) 三;À i* (iεPd 倒

xkJ-xi，三 0， (j=1 ， 2 ， 一 ， n) 倒

xkJ~xi，孟O (j=1 ， 2 ， … ， n) 側

ただし， I=Pt UP2 U…UPr , k く0<1 とする.

この問題は，次のような手順で解く.

Stepl 0=1 とする.

Step 2 【MMOP-1] を解く.

Step 3 Mーパレート最適解のテストをする.

Step 4 À i*=μ:kt(X) とする.

Step 5 0=0+1 とし o>r ならば終了しそれ以

外なら Step 2 へ戻る.

( 2 ) 加賃方式に相当する解法

目標計画法では，各目的関数と要求水準の差異の加重

和を最小にする定式化がなされている.また，フレキシ

プル計画法においても， 凸オベレータが提案されてい

る.そこで，本論文でも同様の考え方を導入する.

【MMOP-1] において， 不等号のメンパシップ関数

を凸オベレータを用いて定式化すると，問題の構造が複

雑になってしまう.また，凸オベレータで解かれた問題

は，必ずしもウェイトどおりの結果が導かれるわけでは

ない.

そこで，十分レベルを仮想的に増加減することで不等

号のメンパシップ関数のウェイトづけを行なう.仮想的

な増加減とは，【MMOP-I】の計算は仮想的な十分レ

808 (40) 

ベルで行ない，不等号のメンパシップ関数の計算はもと

の十分レベルで行なうことで，結果的には目的関数聞の

ウェイトを変化させていることになるのである.十分レ

ベルを仮想的に増加させることは，ウェイトを大きくす

ることに，仮想的に減少させることは，ウェイトを小さ

くすることにそれぞれ対応する.このような手法を用い

ることで，結果的に凸オベレータと同じ役割を果たすこ

とができるものと考元る.

目標計画法では，付順と加重の併用の利点も知られて

いるが，先に述べた(1)と併用することで，同様の効果を

得ることができる.

( 3 ) しきい値 8，の値の変更

。j の値を 0 とすることで， 非ファジィ変数として扱

うことができる.一方，ファジィ変数として扱う場合に

は，まず，きわめて大きな正の実数を与えて解を求め，

そのファジィ解の幅が非現実的な場合は，意思決定者が

妥当と思う 0， に変更する.

(4 ) 不等号のメンバシ・7プ関教の固定

ある不等号のメンバシップ関数値をある値以上にした

い場合には，次式を【MMOP-1] に加える.

μふ(X) ミ;;Àf (iEFI) 幅11

ただし ， InFI=ゆとする.

また， Àf の値を段階的に増加減することで， 他の不

等号のメンパシップ関数に与える影響を知ることができ

る.

( 5 ) リスク区間の計算

ファジィ係数には，現時点でははっきりと定めること

ができないが，いずれはある非ファジィ係数になるもの

がある.したがって，現時点での意思決定はなんらかの

リスクを含んでいるわけである.そこで，ファジィ係数

が，意思決定者にとって，最悪になった場合と最善にな

った場合の不等号のメンパシップ関数値を区間で表わ

し，意思決定の参考にする.

aitxi の増加分を t1Li ， øktXk の減少分を t1Rí とす

れば，不等号のメンバシップ関数値んはん+.41んにな

る.ただし ，.41んは以下の式で求められる.

① iE1t のとき

dん=(t1Ld -bi‘ +aktX年)十 t1Rt (-b}/t 

ここで，

+aitxi)} / (( bki -bit +aktxk-aitxi 

-t1Lt-t1Ri) (bkt-bit+aktxk-aitxi)} 

同

dんー : t1Li =O, t1Rt=aktxk-aitxi 
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L1~1+ : L1Li=ak,xk-aLx}" L1Rt=O 

である.

② iε12 のとき

L1~i= {L1Li(blt-aktxkl +L1Ri(b}U 

-al,xk)}/{bk, 
-blt+aktxk-al ,xl- L1Li- L1Rt) (bkt 

-bL +a.kixk-aitxl l} 
ここで.，

L1~i -: L1Li=akt%k-altx}" L1Rt=O 

L1~/ : L1Lt =O, 4Rt=aki品主-aitxl

である.

リスク区間は以下のように計算する. 

..l Li=max{O，ん+L1~t':J 

~Rt=min{l ， ~t+ L1..l/} 

5. 、他の a レベル集合への拡強

同

凶

岡

意周決定者は，どの a レベル集合においても，不等号

のメンパシップ関数値が等しいことを望んでいる場合を

考える. 意思決定者にとっては a=1 で得られた結果

が最も可能性が高いと考えているので 4 章で求めた満

足解から計算される不等号のメンパシップ関数値を基準

に考える.このような観点から，どの d レベル集合にお

いても，不等式のメンパシップ関数値が等しいという条

件を少しゆるめた以下のファジィ不等号の定義を提案す

る.

定義 2 (ファジィ不等号)

複数の任意の a レベル集合における不等号のメンパシ

ップ関数値が，すべて a=1 で得られた不等号のメンパ

シップ関数値以上であるとき， “主ぺ “芸"は成立して

し、るとする.

任意の日レベル集合を降順に拡張しながら，定義 2 を

用いると，目的関数の係数や要求水準のあいまいきによ

って，凸ファジィ集合 [8J に属するようなファジィ解

を求めることができる.また，与えられた数値て・は，実

行可能解が存在しない場合が考えられるので，そのよう

な場合には，数値を変更することで，定義 2 を満たすこ

とができるかどうかを情報として，意思決定者に示す.

満足解を x* とし，以下の手JI慣に従って，意思決定者

との対話によって，他の d レベル集合に拡張する.

Step 1 a'=I , ~t=μHxホ)とする.

Step 2 意思決定者に調べたい a レベル (0孟α <a')

を決定してもらう.

1992 年 12 月号

Step 3 しきい値めを必要ならば変更する.

ただし ， Oj 主主 XÍú- Xむを満たすこととする.

Step 4 次の問題を解く.

[MMOP-a] 

最小化 Pld-+P21) 

制約条件

μ:(x)+dーミん

XRj-X'J.j~五守

XRj-X'J.j;至。J

F 

X'J.j~X'J. j 
, 

XRj~XRj 

(P1>>>P2 ) 附

(i e1) 附

(j=1 ， 2，… ， 11) 側

{j=1 ， 2，"""，1I}糊

(j=1 ， 2，… ， 11) 岡

(j=1 , 2,""",1I) 151) 

XRj '三 Xlj~O U=I , 2,""",1I) 幅司

Step 5 定義 2 を満足しなし、 i に対して，次のいずれ

かの問題を意思決定者に選択してもらう.

(1) ie11 のとき

L1=( 1 ーん )b'J.i+んbRi一 ÍÀta'J. ix'J. +(1 ーん )aRtx'R}

同

① 白レベル集合における必要レベルの変更

h*1 ならば， b'J.t-L1/( 1 ーん)を新しい b'J. t とする.

ん =1 のときは，必要レベルの変更では，定義 2 を満た

すことはできない.

② 日レベル集合における十分レベルの変更

ん手O ならば， b'Rt- L1/んを新しい b'Ri とする.ん=0

のときは，十分レベルの変更では，定義 2 を満たすこと

はできない.

③ a レベル集合における目的関数の係数の変更

目的関数の係数の左側の広がりを大幅に変更しなくて

も済むように，次の線形計画問題を解く.

最小化 P1Yn+2+P2Yn+l (P1>>> P2 ) 同

~J約条件

iz Z ,. zEj31j十ん百η+2ミd 岡
j= 

Yn+2;玉 b'Rt-biít 岡

vμ伊豆Yn+l (j=1 ， 2，… ， 11) 闘

Yj;玉 a'E'j-a'J. ij (j=1 ， 2，… ， 11) 倒

Yj;ミ o (j=1 ， 2，… ， 11) 岡

以 kの結果より ， a'J. ij+約を新しい a'J. tj とする. ま

た ， Y肘Z学O のときは ， biH-Y削t を新しい b'Ri とする.

(2) ie12 のとき

L1={Iーん )a'J.，x'J.+ んajljx'R-{Àtb'J.，+( 1 ーん )bRt }

剛
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① 四レベル集合における必要レ

ベルの変更

ん*1 ならば， bj/i+d/( 1 ーん)を

新しい b'Ri とする.ん =1 のときは，

必要レベルの変更では，定義 2 を満

たすことはできない.

② 四レベル集合における十分レ

ベルの変更

ん*0 ならば， bÎ.i+J/んを新しい

bむとする.ん=0 のときは，十分レ

ベルの変更で‘は，定義 2 を満たすこ

とはできない.

③ a レベル集合における目的関

数の係数の変更

目的関数の係数の右側の広がりを

大幅に変更しなくても済むように，

次の線形計画問題を解く.

最小化 P，Yn+2+P2Y肘1

(P ,>>> P2 ) 担1)

制約条件

du 
〉
-
一
2
 
+
 

冗官ut
 

司
d
A+
 

,,
J M
g
 

,J 
α
R
 
2
 

2

何
t
 

、
，
A

首刑2;;五 b'Ei-bﾎ.i 

岡

岡

Yj/afl話仇+，

官j;亘 a'Rij-aj{ij

対話の項目
(1) 付願方式による解法
(2) ，加.方式に相当する解法
(3) しきい健 Ojの値の変更
性)不等号のメンバシップ

関数の闘定
(5) リスク区間の計算

(j=1 ， 2，… ， n) 剛

(j=1 , 2,…, n) ~岡

Yjミ o (j=1 ， 2，"'， n) 岡

以上の結果より ， a'Rij-Yj を新しい a'Rij とする.ま

た， Yn+2手O のときは， bÎ.i+Yn+2 を新しい bÍ.i とする.

Step 6 他の日レベル集合へ拡張する場合 Step2 へ，

その他は終了

本論文で提案した解法の全体のフローチャートを図 5

に示す.

6. 数値例

次のような 5 つの目的関数をもっ問題を考える.

(70, 75，ラ， 6hR ( X ,EB(50, 60, 3, 4)LR 

⑧X2き Ê， 間

(100, 102, 2, 2)LR ( X1( (110, 115, 2, 2)LR 

③X2き Ê2 岡

(15, 15, 1, 1 )LR ( X1EB( 10, 10, 1, 1 )LR 

⑧X2至 Êa 倒

808 (42) 

図 E 解法のフローチャート

(20, 20, 1, 1 )LR ( X,EB(1 0, 10, 1, 1 hR 

③玄2重乱 闘

(5, 5, 0, O)LR ⑧X，三 Ês t7tl 

ただし，ファジィ数の reference 関数 L， R は，

L(r)=R(r)=I-r 同

とする.また，

P , = {1 , 2, 4, 5}, P2= {3} 

とする.

間式は，次の 2 式に分けて考える.

(5，ラ， 0, OhR ⑧Xl~ÊS- 同

(5, 5, 0, 0) LR ⑧Xl~Ê/ 剛

このとき，意思決定者は，各要求水準を以下のように

定めたとする.

ﾊl=( 1400, 1800, 100, 50)LR 

Ê 2 =(2500, 3000, 100, 50)LR 

ﾊs = (300, 330, 5, 10) LR 

B , =(350, 380, 5, 5)LR 

B s-=(60, 70, 0, O)LR 

ﾊ/ =(70, 80, 0, O)LR 

同
開
問
問
問
剛
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8， =82 =0 として，【MMOP-1] を解くと以下の解と

表 1 の結果が得られる.

Xl=[12.56, 12.56J, X~=[12.03， 12.03J 

ただし，同式の不等号のメンパシップ関数 μ弘(.r) 

は，同， (74)式の不等号のメンパシップ関数をそれぞれ

μお(.r)， μ:~7( .r)とすれば，

μ~.( .r )=min(μ~6( .r)， μあ(.r))酬

として表わされる.

ここで，意思決定者は μ~2(Z) をもう少し大きくした

いと考え， lf/.'を 3300 に引き上げた(表 2 ). 

Xl =[ 12. 45, 12. 45J , X~=[ 12. 43, 12.43J 

次に， μふ(.r)をもう少し緩和しても L 、 L 、と考えて，

不等号のメンパシップ関数を徐々に減少させた(表 3 ). 

μ1:， (.r), μら(.r)のリスク区間の上限が 0.7， 0.4 以

上になるまで， μ1:.(.r) (=0.210) を緩和することにし

て，このときの

Xl=[12.42, 12.42J, X~=[12.48， 12.48J 

を満足解とした.

次に，他の a レベル集合に拡張することにする. 8,= 

82 =5 とし a レベルを 0.1 ずつ減少させると， 図 8，

図 7 のようなファジィ解が得られる.

7. おわりに

本論文で提案した解法の特徴をまとめると以下のよう

になる.

① ファジィ係数によってファジィ解が得られる.フ

アジィ解から，以後の意思決定にとって有用な情報

が得られる.

② 8j の値を 0 にすることで， 非ファジィ変数とし

て扱うことができる.

表回目の結果

|… シツプ| リスク区間 l 目的関数値関数値|

1 1 0.453 1 [0.2叫 0 剛 1 [1側臥 1663.96J

2 1 0.282 1い[0.1 労玖， 0.33別州o旧]川|凹符執 266“4.76 

31 0.709 1 [0.709, 0 問 1 [ 308 悶 308.73J

4 1 0.282 1い[印0.2肱 O 犯m刷2幻J 1ド[ 3労如7れ1 玖 幻引1. 5汚明5月] 

5 1 0.282 1い[0.2低 0.2 位叫]川1 [ 6臼2 此 6位2.8彪2幻] 

表 2 2 回目の結果

目的 i メンハ I1 -p 17 k7' JLEf 
関数|シップ| リスク区間 i 目的関数値

|関数値

11 0 怖い0.2弘 0.6則 1 [1492 払 1仰 39J

21 0.339 1 [0.224, 0.398J 1 [2612 既 2仰 09J

31 0.633 1 [0.633, 0.633J 1 [ 311 叫 311 02J 
41 0.224 1 [0.224, 0.2利 1 [ 373 払 373.27J 

5 1 0.224 1 [0.224, 0.224J 1 [ 62 民 62 判

③ 目標計画法で用いられている付順方式や加重方式

に相当する問題を扱うことができる.

④ リスク区聞を意思決定者に示すことで，現在の解

を選択した場合のリスクを判断できる.

⑤ 目的関数の係数を非ファジィ数，決定変数も非フ

アジィ変数とし，要求水準のメンパシップ関数を区

間型とすれば，この問題は，目標ベクトル法，およ

びフレキシブル計画法[ 1 J と同ーの問題となる.

⑥ 他の a レベル集合に拡張したとき，定義 2 を満た

さない場合，要求水準， 目的関数の係数をどれだけ

変更すればよいのかを意思決定者に示すことができ

るので，以後の情報収集の手助けとなる.

表 3 3 回目以降の結果

3 回目 4 回目 ラ回目 6 回目

品安 IC72J スク区間 15721 リスク区間 13721 リスク区間 |273| リスク区間
|関数値関数値関数値関数値|

l1  0.477 1 [0.2払 O 仰J 1 0.477 1 [0.233, 0.700J 1 0.478 1 [0.234, 0 問 1 0.479 1 [0.235, 0 問

21  0.341 1 [0.2払 O 伯OJ 1 0.343 1 [0.229, 0 仰J I 0.347 1 [0.233, 0.407J 1 0.350 1 [0.236, 0 川
3I  0.632 1 [0 叫 0.632J 1 0 印 I [0.631 , 0.631J I 0ωI [0.6丸 0.630J 1 0ωI [0 叫 O 仰]
4¥  0.225 1 [0.225, 0.225J ¥ 0 加 1 [0.2礼 0.228J I 0.230 1[0.2孔 0 州 I 0.232 ¥ [0.2払 0232J

5I  0.220 1*[0.220, 0.220J I 0.210 1*[0.210, 0 川 1 0.200 1*[0.200, 0.200J 1 0.190 1*[0.190, 0 州
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l' 

0.5 

。

図 B ファジィ解 Xl

⑦ 日レベル集合によって作られる区間の上下限の両

方を用いて，不等号のメ γパシップ関数を作るの

で，係数の形状の違いが計算結果に反映される.
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会合記録 第3 周理恵会際問 (4-9-28)

9 月 17 日(木)編集委員会 10名 1. 平成 4 年度第 2 団理事会議事録の件

9 月 24日(木)庶務幹事会 7 名 2. 入退会の件

" 研究普及委員会 10名 3. 第!o国学生論文賞推薦の件

9 月 28 日(月)理事会 14名 4. 国際会議の件

10月 3 日(土)名簿刊行委員会 5 名 5. 平成 4 年度春季研究発表会収支決算報告の件

10月 16日(金)学会運営検討委員会 4 名 6. 第28回シンポジウム終了報告の件

10月 19日(月)国際委員会 8 名 7. 平成 4 年度秋季研究発表会終了報告の件

10月 20日(火)編集委員会 13名 8. 経営工学研連シンポジウム終了・収支決算報告の件

9. 秋季支部長会議終了報告の件
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